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腰痛は肝外にも突出しており,悪性腰轟と判断し肝素

養切除を施行した.肝芽腰分解では T2GVoNoMo,stage

Ⅲ,割蘭は多結節性充窯性で一部ゼラチン様物質や壊死

物質を含む嚢胞形成を認めたe肝未分化肉感の病理診断

を得て,日本小児肝癌スタディグル-プの 58PLT91B2

に準 じ CDDP と ADR の餅周療法を6タールの予定

で開始した.術直後ではあるが再発の徴候喪 綱国調な経

過である,

2射 郡山における小児外科

太沢 義弘 (奈還質品梱 院)

福島県の入口は約2且2万人であり新潟県より30万人程

少ない.小児外科の主たる診療施設は本院を含め3院で,

新生児外科症例はこれらに集中している.

本院における94年度の手術件数は352件 (前年比13件

堰)で,うちゾケイヘルニアは196醇 (同22件減)を占

めた.一方,新生児外科症例数はほ例で過去3年間の各

9例より増加 していた.これは郡山市の年平均出生数

(約2号000人)から推計される新生児外科症例数,約嶺

例をはるかに越える数値であった.

新生児外科疾患の主な転剃 ま,食道閉鎖症 (3例),

横隔膜ヘルニア (2例),幽門狭窄症 (3例),小腺閉鎖

症 (3例)などであった.

25)食道癌手術後患者のサイ トカインと代謝指

標の変動
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( 同 手術部)

( 同 救急部)

監目的】侵襲をこよる炎症性サイトカインの変動を調べ

るため,食道癌患者術前後のサイトカインの推移を代謝

変動とともに検討した.

【対象 ･方法】右開胸による一一･期的食道切除再建術を

施行された食道癌患者1:挿Jを対象とし,血清 ILlう濃

度及び胸腔 卜L-ン排液中ハ ′t､NFl ,ll:1/3.1I..∴6.

エネルギ-消費量 (RE監)と尿中総力テコラミソ排雅

量を術前後で測定 し検定 した.

とIL-1β値は感簸合併症例で高値を示 した.術後3日

間における卜'レ-ソ排液車の TNF-α最高値と血清 m一竜

最高値との間に着意の相関を認めた.サイトカイソ値の

変動とエネルギ-消費量や尿中総力テコラミソ排雅量の

変動との間に相関を認めなかった.

26)再発甲状腺癌の治療成績

商都 和明 ･大谷 哲也

詣 慕姦 8武藤 一朗 服 赤十禰 院)

1969年 1月より1994年且2月までの25年間に当科で切

除された甲状腺乳頭癌及び滅胸痛125例を対象とし 切

除甲状腺癌の治療成績及び再発様式を検討 した.

再発症例は28例 (再発率22%)だった.再発形式は,

リンパ節再発18例 摘4%),遠隔転移12例 拍3%),局所

再発4例 拍4%),甲状腺内再発5例 日8%)だった,
リソバ節再発例には金例摘除術を施行した,遠隔転移は

肺転移例,骨転移4例,脳転移 1例で,その内1例に肺

切除術, 1例 に脳腫喝切除術を施行した.仝Tl術例の10

年生存率は92.9%.再発例のそれは72.9%だった.

再発例中4例 (86%)に外科的治療を適用 し,19例

沌8%)は現在毅存車なことから,外科的治療は有用と

考えられた中

1)71悪性褐色細胞腫の 1切除例
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【症例】1'iI)歳,男性.【現病歴】199LLllrf:･L:1月墳土J)左
李的下に瞳癌を触知.11月人間 卜㌦ 'JLT)胃透視にて胃休

部の後方よりの圧排を指摘され,12月近医受診.腹部エ

コ-をこて後腹膜腫癌を疑われ当院解介となる.E現症】
血f王1601OOmmHg,31JJ-Jに 6kgの体重滅′レを認
める以外異常なし,E検査成績ヨ検血,生化学腰療マー

It)･･-に異常なし.【(vr及UNJlItl】騨体尾部にかけ碑内
部から前方に張り出す直径 10cm 太の嚢胞主体の多房

分画性腫癖を認めた.以上より輝の襲脆性疾患を疑い手

術を施行した.【手術】降体尾部前面に被膜形成ハある,

小児頭大の経癒あり碑合併騨体尾部切除術にて切除し得

氏.左副腎は温存された.【病理組織】血管侵襲の認め

られる偽ロゼット形成型の悪性褐色細胞腫と診断された.

以上,異所性悪性褐色細胞感の ヱ例を報告する.


